
JP 4611376 B2 2011.1.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録／再生装置の記録媒体へのアクセスを管理する少なくとも１つの物理的アクセス制
御データをストアする少なくとも１つの制御データ領域であって、前記物理的アクセス制
御データは、前記物理的アクセス制御データが記録／再生装置によって識別されないとき
に必要とされる動作を特定する所定の規則を含み、前記物理的アクセス制御データは、セ
グメントリストおよびセグメント情報をさらに含み、前記セグメントリストは、前記物理
的アクセス制御データが適用されるセグメント領域を特定し、前記セグメント情報は、前
記特定されたセグメント領域の数を示している制御データ領域と、
　前記制御データ領域の中の前記物理的アクセス制御データの状態を示す状態情報をスト
アする少なくとも１つの管理領域であって、前記状態情報は前記物理的アクセス制御デー
タの各々が有効であるか否かを示している管理領域と
　を備えたことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　前記記録媒体は、書換え可能な記録媒体であり、前記少なくとも１つの管理領域はディ
スク定義構造（ＤＤＳ）であることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項３】
　前記状態情報は、欠陥状態情報および／または割当状態情報を含むことを特徴とする請
求項１に記載の記録媒体。
【請求項４】
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　前記欠陥状態情報は、前記少なくとも１つの制御データ領域の中の前記物理的アクセス
制御データに欠陥があることを表すことを特徴とする請求項３に記載の記録媒体。
【請求項５】
　前記欠陥状態情報は、前記少なくとも１つの制御データ領域の中の前記物理的アクセス
制御データに欠陥が無いかどうかを表すことを特徴とする請求項３に記載の記録媒体。
【請求項６】
　前記割当状態情報は、前記物理的アクセス制御データが前記制御データ領域に割り当て
られているかどうかを表すことを特徴とする請求項３に記載の記録媒体。
【請求項７】
　前記割当状態情報は、前記物理的アクセス制御データが前記制御データ領域に新しく割
り当て可能かどうかを表すことを特徴とする請求項３に記載の記録媒体。
【請求項８】
　前記状態情報は、少なくとも１ビットによって表されることを特徴とする請求項１に記
載の記録媒体。
【請求項９】
　前記状態情報は、状態ビットマップを含むことを特徴とする請求項４に記載の記録媒体
。
【請求項１０】
　前記状態ビットマップは、前記少なくとも１つの制御データ領域の中の前記物理的アク
セス制御データの少なくとも有効性を表すことを特徴とする請求項９に記載の記録媒体。
【請求項１１】
　前記状態ビットマップは、前記物理的アクセス制御データが記録されていないか、使用
可能もしくは再使用可能か、欠陥があるのか、または、有効か否かを表すことを特徴とす
る請求項９に記載の記録媒体。
【請求項１２】
　前記記録媒体は追記型の録媒体であり、前記少なくとも１つの管理領域は一時ディスク
定義構造（ＴＤＤＳ）であることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１３】
　前記状態情報は、前記物理的アクセス制御データが有効か、欠陥があるのか、割り当て
られているのか、新しく割り当て可能か、または、使用のために利用可能かを表すことを
特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの制御データ領域は、前記記録媒体のリードインゾーンの情報ゾー
ンの中にあることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの制御データ領域は、２つの制御データゾーンを含み、これらの１
つは前記物理的アクセス制御データのバックアップコピーを含むことを特徴とする請求項
１に記載の記録媒体。
【請求項１６】
　前記２つの制御データゾーンは、前記記録媒体のリードインゾーンの異なる情報ゾーン
に記録されることを特徴とする請求項１５に記載の記録媒体。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの制御データ領域は、
　前記少なくとも１つの制御データ領域に共通であるヘッダと、
　前記少なくとも１つの制御データ領域に特有の情報を有する特定情報領域と
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項１８】
　前記特定情報領域は、所望の機能を有効にするための規則を含むことを特徴とする請求
項１７に記載の記録媒体。
【請求項１９】
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　前記物理的アクセス制御データのバージョンが前記記録／再生装置によって識別されな
いとき、前記所定の規則が使用されることを特徴とする請求項１に記載の記録媒体。
【請求項２０】
　前記所定の規則は、前記記録媒体へのアクセスを制御して、前記記録媒体へユーザデー
タを記録しまたは前記記録媒体からユーザデータを再生することを特徴とする請求項１９
に記載の記録媒体。
【請求項２１】
　前記所定の規則は、前記ユーザデータの記録または再生を制御する制御情報を含むこと
を特徴とする請求項２０に記載の記録媒体。
【請求項２２】
　記録媒体上に記録する方法において、
　前記記録媒体に少なくとも１つの物理的アクセス制御データを記録するステップであっ
て、前記物理的アクセス制御データは、前記記録媒体へのアクセスを管理し、および、前
記物理的アクセス制御データが記録／再生装置によって識別されないときに必要とされる
動作を特定する所定の規則を含んでおり、前記物理的アクセス制御データは、セグメント
リストおよびセグメント情報をさらに含み、前記セグメントリストは、前記物理的アクセ
ス制御データが適用されるセグメント領域を特定し、前記セグメント情報は、前記特定さ
れたセグメント領域の数を示しているステップと、
　前記記録媒体に記録された前記物理的アクセス制御データの状態を示している状態情報
を記録するステップであって、前記状態情報は前記物理的アクセス制御データの各々が有
効であるか否かを示しているステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記状態情報は、前記物理的アクセス制御データに欠陥があるか否かをさらに示すこと
を特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　記録媒体から再生する方法において、
　前記記録媒体上に記録された少なくとも１つの物理的アクセス制御データの状態を示し
ている状態情報を読取るステップであって、前記状態情報は前記物理的アクセス制御デー
タの各々が有効であるか否かを示しているステップと、
　前記状態情報に基づいて、前記少なくとも１つの物理的アクセス制御データを読取るス
テップであって、前記物理的アクセス制御データは前記記録媒体への記録／再生装置のア
クセスを制御し、および、前記物理的アクセス制御データが前記装置によって識別されな
いときに必要とされる動作を特定する所定の規則を含んでおり、前記物理的アクセス制御
データは、セグメントリストおよびセグメント情報をさらに含み、前記セグメントリスト
は、前記物理的アクセス制御データが適用されるセグメント領域を特定し、前記セグメン
ト情報は、前記特定されたセグメント領域の数を示しているステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２５】
　前記状態情報は、前記記録媒体のリードインエリアに記録された前記物理的アクセス制
御データのコピーの状態をさらに示すことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記物理的アクセス制御データが、前記装置によって識別されるかどうかを決定するス
テップと、
　前記物理的アクセス制御データが前記装置によって識別されない場合、前記所定の規則
によって特定された前記動作に従って、前記アクセスを制御するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　記録媒体にデータを記録する装置において、
　前記記録媒体にデータを記録するよう構成された記録デバイスと、
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　前記記録デバイスを制御して、前記記録媒体に少なくとも１つの物理的アクセス制御デ
ータを記録するよう構成されたコントローラであって、前記物理的アクセス制御データは
、前記記録媒体への前記記録デバイスのアクセスを制御し、および、前記物理的アクセス
制御データが前記コントローラによって識別されないときに必要とされる動作を特定する
所定の規則を含んでおり、前記物理的アクセス制御データは、セグメントリストおよびセ
グメント情報をさらに含み、前記セグメントリストは、前記物理的アクセス制御データが
適用されるセグメント領域を特定し、前記セグメント情報は、前記特定されたセグメント
領域の数を示しており、並びに、前記記録デバイスを制御して、前記記録媒体に記録され
た前記物理的アクセス制御データの状態を示している状態情報を記録するよう構成され、
前記状態情報は前記物理的アクセス制御データの各々が有効であるか否かを示しているコ
ントローラと
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項２８】
　前記コントローラは、前記記録デバイスを制御して、前記記録媒体の中の前記物理的ア
クセス制御データのコピーを記録するよう構成されたことを特徴とする請求項２７に記載
の装置。
【請求項２９】
　前記コントローラは、前記記録デバイスを制御して、前記物理的アクセス制御データお
よび前記コピーを前記記録媒体のリードインエリアに記録するよう構成されたことを特徴
とする請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記コントローラは、前記記録デバイスを制御して、前記コピーの状態をさらに示して
いる前記状態情報を記録するよう構成されたことを特徴とする請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　記録媒体からデータを読み出す装置において、
　前記記録媒体からデータを読み出すよう構成された読取りデバイスと、
　前記読取りデバイスを制御して、前記記録媒体に記録された少なくとも１つの物理的ア
クセス制御データの状態を示している状態情報を読み出すよう構成されたコントローラで
あって、前記状態情報は前記物理的アクセス制御データの各々が有効であるか否かを示し
、並びに、前記読取りデバイスを制御して、前記状態情報に基づいて前記少なくとも１つ
の物理的アクセス制御データを読み出すよう構成され、前記物理的アクセス制御データは
、前記記録媒体への前記読取りデバイスのアクセスを制御し、および、前記物理的アクセ
ス制御データが前記コントローラによって識別されないときに必要とされる動作を特定す
る所定の規則を含んでおり、前記物理的アクセス制御データは、セグメントリストおよび
セグメント情報をさらに含み、前記セグメントリストは、前記物理的アクセス制御データ
が適用されるセグメント領域を特定し、前記セグメント情報は、前記特定されたセグメン
ト領域の数を示しているコントローラと
　を備えたことを特徴とする装置。
【請求項３２】
　前記コントローラは、前記物理的アクセス制御データが識別されるかどうかを決定し、
前記物理的アクセス制御データが識別されない場合、前記所定の規則によって特定された
前記動作に従って、前記読取りデバイスの前記アクセスを制御するよう構成されたことを
特徴とする請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記コントローラは、前記状態情報に基づいてどの物理的アクセス制御データが有効か
を決定し、前記読取りデバイスを制御して、前記記録媒体から前記有効な物理的アクセス
制御データを読み取るよう構成されたことを特徴とする請求項３１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、物理的アクセス制御（ＰＡＣ ; Physical Access Control）、ＰＡＣゾーン
、ＰＡＣクラスタ、ＰＡＣゾーンおよび／またはクラスタを含む媒体（例えばブルーレイ
ディスクなどの高密度光ディスク）、並びに媒体にデータを記録および／または媒体から
データを再生する装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大量のデータを記録するために、例えば光ディスクなどの媒体が使われている。利用可
能な光ディスクのうち、例えばブルーレイディスク（以下、”ＢＤ”という）などの新た
な高密度光媒体（ＨＤ－ＤＶＤ）が開発中であり、これは高密度ビデオおよび／またはオ
ーディオデータを記録および／または記憶能力を増大させることができる。
【０００３】
　また、ＢＤは書換え可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）、追記型のブルーレイデ
ィスク（ＢＤ－ＷＯ）、および読取専用のブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）を含む。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、既存のシステムにおける現在の問題点の１つは、互いに異なるバージョ
ンのドライブ同士間に互換性がない場合が起こることである。例えば以前の一連の機能を
備える古いバージョンのドライブは、後続の機能の少なくとも１つの機能を含むドライブ
と相互作用した媒体と情報をやり取りすることに困難がある場合がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の例示的な実施形態は高密度光ディスクなどの媒体にＰＡＣを提供し、ＰＡＣを
使用して媒体にデータを記録し、媒体からデータを再生する装置および方法を提供する。
【０００６】
　本発明の例示的な実施形態は、データの保護を向上させ、データの管理を向上させ、再
生の互換性向上させ、データ破壊の回避および／または不要な反復的動作等の低減させる
ために、物理的アクセス制御（ＰＡＣ）情報を備える。
【０００７】
　本発明の例示的な実施形態は、高密度光ディスクなどの媒体を提供し、ＰＡＣを管理す
る装置および方法を提供する。
【０００８】
　本発明の例示的な実施形態は高密度光ディスクなどの媒体を提供し、データを管理する
ためにＰＡＣを使用する装置および方法を提供する。
【０００９】
　一実施形態は、本発明は少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）クラスタを更
に含む少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）ゾーンを備えた記録媒体に関する
。この少なくとも１つのＰＡＣクラスタは、記録媒体に対する記録および／または記録媒
体からの再生を管理するための情報を含む。
【００１０】
　一実施形態は、本発明は記録媒体に記録する方法に関する。物理的アクセス制御（ＰＡ
Ｃ）クラスタを記録するステップを含み、このＰＡＣクラスタは記録媒体に対する記録お
よび／または再生を管理するための情報およびＰＡＣクラスタに対する記録状態情報を含
み、この状態情報はＰＡＣクラスタの有効性（validity）を少なくとも含む。
【００１１】
　一実施形態は、本発明は記録媒体から再生する方法に関する。少なくとも１つの物理的
アクセス制御（ＰＡＣ）クラスタに対する読取状態情報を含む。この少なくとも１つのＰ
ＡＣクラスタは状態情報に基づいて記録媒体からの再生を管理し、少なくとも１つのＰＡ
Ｃクラスタを読取るための情報を含み、この状態情報はＰＡＣクラスタ各々の有効性を少
なくとも含む。
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【００１２】
　一実施形態は、本発明は記録媒体に対して記録および／または再生する装置に関する。
記録媒体にデータを記録しまたは記録媒体からデータを再生するために光記録デバイスを
駆動するドライバ、および少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）ゾーンに基づ
いてデータを記録または再生するようにドライバを制御するコントローラを含む。この少
なくとも１つのＰＡＣゾーンは、少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）クラス
タ、記録媒体に対する記録および／または再生を管理するための情報、およびＰＡＣクラ
スタの各々に対する少なくともＰＡＣクラスタの各々の有効性を表す状態情報を含む。
【００１３】
　一実施形態は、本発明は記録媒体に対して記録および／または再生する装置に関する。
記録媒体にデータにデータを記録し、または、記録媒体からデータを再生するために光記
録デバイスを駆動するドライバ、および少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）
ゾーンに基づいてデータを記録または再生するようにドライバを制御するコントローラを
含む。この少なくとも１つのＰＡＣゾーンは、少なくとも１つの物理的アクセス制御（Ｐ
ＡＣ）クラスタを含み、このコントローラは少なくとも１つのＰＡＣクラスタに対する状
態情報を読取り、この少なくとも１つのＰＡＣクラスタは記録媒体からの再生を管理する
ための情報を含む。コントローラは、この状態情報に基づいて少なくとも１つのＰＡＣク
ラスタを読取り、状態情報はＰＡＣクラスタの各々の有効性を少なくとも含む。
【００１４】
　一実施形態は、本発明は少なくとも１つの物理的アクセス制御（ＰＡＣ）クラスタを含
む記録媒体に関する。記録媒体に対する記録および／または再生を管理するための情報お
よびＰＡＣクラスタの各々に対する状態情報を含み、この状態情報は少なくともＰＡＣク
ラスタの各々の有効性を表す。
【００１５】
　本発明の実施形態に対する前述の一般的な説明および以下の詳細な説明は、例示的なも
のである。特許請求の範囲で請求する本発明に対して、より具体的な説明を提供するため
のものであるという点が理解されるべきである。
【００１６】
　本発明に多様な変更および変形がなされることは、当業者にとって自明なことである。
したがって、本発明は特許請求の範囲およびその等価物の範囲内において、提供される変
更および変形がカバーされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の実施形態に関する詳細な参照がなされる。添付図面には、その例が図示された
ている。全体の図面を通じて、同一または類似部分に対してはできる限り同一の参照記号
が与えられている。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣゾーンを示す図である。
図１を参照すれば、高密度光ディスクは、内周から外周へ向かって、リードインゾーン、
データゾーンおよびリードアウトゾーンに分けることができる。リードインゾーンは、多
様な種類の情報を記録するためのＩＮＦＯ２ゾーンおよびＩＮＦＯ１ゾーンに更に分けら
れる。ＩＮＦＯ２ゾーンおよび／またはＩＮＦＯ１ゾーンは、ＰＡＣ（Physical Access 
Control）ゾーンを含む。
【００１９】
　便宜上、ＩＮＦＯ２ゾーンに割り当てられたＰＡＣゾーンはＰＡＣＩＩゾーンと表記さ
れ、ＩＮＦＯ１ゾーンに割り当てられたＰＡＣゾーンはＰＡＣＩゾーンと表記される。Ｐ
ＡＣＩＩゾーンおよびＰＡＣＩゾーンのうち、いずれか１つは記録されたオリジナルのＰ
ＡＣを有することができ、残りの１つはオリジナルのＰＡＣのコピーを記録するためのバ
ックアップゾーンであり得る。記録方向がディスクの内周から外周へ向かう方向であれば
、オリジナルのＰＡＣがＰＡＣＩＩゾーンに記録され、バックアップＰＡＣがＰＡＣＩゾ
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ーンに記録されるのは都合が良いだろう。
【００２０】
　ドライブ装置の新バージョンと互換性のある機能を持ったディスク上の追加機能を、ド
ライブ装置の旧バージョンが検出できない場合に起こり得る問題点を取扱うために、この
ＰＡＣゾーンが提供される。ＰＡＣゾーンは、１つ以上の”未知の規則（unknown rules
）”を用いて互換性の問題点を取扱うことができる。
【００２１】
　“未知の規則（unknown rules）”は、例えば、読み取り、書込などの基本制御、欠陥
ゾーンの線形交替（linear replacement）、論理的重ね書きなど、予測可能な動作を制御
するために用いられる。例えば、全体ディスクまたはディスクの特定の一部を定義するた
めのセグメント等、”未知の規則（unknown rules）”を適用することができる箇所を表
す領域（area）を備えることができる。これは、以下詳細に説明される。
【００２２】
　旧バージョンドライブ装置が”未知の規則（unknown rules）”を用いてディスクの新
バージョンをアクセスすることができるディスク領域を定義することによって、新バージ
ョンのディスクは、旧バージョンドライブ装置の不必要なアクセス動作を低減させる。
【００２３】
　さらに、旧バージョンドライブ装置がアクセスできるディスクの物理的領域上のアクセ
ス可能領域を、ＰＡＣを用いて定義することによって、ユーザデータを格納しているデー
タ領域はより確実に保護され、および／または、ディスクに対する権限ないアクセス（例
えば、ハッキング等）を防止または低減させることができる。
【００２４】
　リードインゾーンにおいて、ＰＡＣＩＩおよびＰＡＣＩゾーンを含むＩＮＦＯ２ゾーン
およびＩＮＦＯ１ゾーンは、高密度光ディスクの書換え可能特性の観点から検討される。
【００２５】
　図２は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＩＮＦＯ２ゾーンおよびＩＮＦ
Ｏ１ゾーンの構成を示す図である。図２を参照すれば、例えばＢＤ－ＲＥ高密度光ディス
クにおいて、ＩＮＦＯ２ゾーンは２５６クラスタを備えることができる。これらは、３２
クラスタのＰＡＣＩＩゾーン、欠陥管理のための３２クラスタのＤＭＡ（Defect Managem
ent Area）２ゾーン、制御情報が記録された３２クラスタのＣＤ（Control Data）２ゾー
ンおよび／またはバッファゾーンである３２クラスタのＢＺ（Buffer Zone）３ゾーンを
含む。
【００２６】
　ＩＮＦＯ１ゾーンは、バッファ領域である３２クラスタのＢＺ２ゾーン、ドライブに特
定の情報を格納するためのドライブ領域である３２クラスタのドライバ領域、欠陥管理の
ための３２クラスタのＤＭＡ１ゾーン、制御情報記録のための３２クラスタのＣＤ１ゾー
ンおよび／またはＰＡＣゾーンとして活用できるＢＺ１－ＰＡＣＩゾーンを含む。
【００２７】
　追記型の高密度光ディスク（ＢＤ－Ｒ）に対しては、ＩＮＦＯ２ゾーンは２５６クラス
タを備えることができ、各々３２クラスタであるＰＡＣＩＩゾーン、ＤＭＡ２ゾーン、Ｃ
Ｄ２ゾーンおよびＢＺ３ゾーンを含む。ＩＮＦＯ１ゾーンは、各々３２クラスタであるＢ
Ｚ２ゾーン、ＤＭＡ１ゾーン、ＣＤ１ゾーンおよび／またはＢＺ１－ＰＡＣＩゾーンと１
２８クラスタのドライブ領域を含む。
【００２８】
　読取専用の高密度光ディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）に対しては、ＰＡＣが主ＰＡＣであるは
ずであり、ＩＮＦＯ２ゾーンは各々３２クラスタであるＰＡＣＩＩゾーン、ＣＤ２ゾーン
およびＢＺ３ゾーンを含む２５６クラスタを有することができ、ＩＮＦＯ１ゾーンは各々
３２クラスタであるＣＤ１ゾーンおよび／またはＢＺ１－ＰＡＣＩゾーンを含む２５６ク
ラスタを有することができる。
【００２９】
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　本発明の実施形態のＰＡＣゾーンは、高密度光ディスクの書換え可能特性に応じて、リ
ードインゾーンにおいて、ＩＮＦＯ２ゾーンおよび／またはＩＮＦＯ１ゾーンの各々３２
クラスタに割り当てられる。
【００３０】
　３２クラスタのＰＡＣゾーンにおいて、複数の有効（valid）ＰＡＣを記録するために
、１つのＰＡＣは１つのクラスタを持つことができる。１つのＰＡＣが１つのクラスタと
して記録される構成例は、図３を参照しながら説明される。
【００３１】
　図３は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスクに記録されたＰＡＣを示す図である
。
【００３２】
　図３を参照すれば、１つのクラスタサイズ（３２セクタ）である１つのＰＡＣは、ヘッ
ダゾーンおよび特定のディスクドライブ（例えば、光ディスクドライブ）に特有の特定情
報ゾーンを含むことができる。ＰＡＣヘッダゾーンは、”未知のＰＡＣ規則”およびセグ
メントに対する情報などの多様なＰＡＣ情報を記録するために、ＰＡＣの最初のセクタに
３８４バイトを割り当てることができる。ＰＡＣゾーンの他の領域は、”既知の規則”が
記録されたと参照される（光）ディスクドライブに特有の情報を持つことができる。
【００３３】
　上記の構成に記録されるＰＡＣの構成例は、図４を参照して説明される。説明の便宜上
、より詳しい説明が必要なＰＡＣの特定フィールドについては、後に、この特定フィール
ドを示す図面を参照しながら説明される。
【００３４】
　図４は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣを示す図である。図４を
参照すれば、ＰＡＣは全てのＰＡＣに適用できるヘッダ部とドライブに特有の情報が記録
された領域とを含むことができる。
【００３５】
　ヘッダ部分の例としては、４バイトの”ＰＡＣ＿ＩＤ”、４バイトの”未知のＰＡＣ規
則（Unknown PAC Rules）”、１バイトの”全体ディスクフラグ（Entire Disc Flag）”
、１バイトの”セグメント数（Number of Segments）”および／または各々８バイトであ
る３２個のセグメントＳｅｇｍｅｎｔ＿０～Ｓｅｇｍｅｎｔ＿３１を含むことができる。
【００３６】
　“ＰＡＣ＿ＩＤ”は、現在のＰＡＣ状態および識別コードを表すものである。例えば、
”ＰＡＣ＿ＩＤ”が'００　００　００　００'ビットを含む場合、”ＰＡＣ＿ＩＤ”は現
在のＰＡＣが使われていないということを表す。”ＰＡＣ＿ＩＤ”が'ＦＦ　ＦＦ　ＦＦ
　ＦＥ'ビットを含む場合、”ＰＡＣ＿ＩＤ”は現在のＰＡＣゾーンは、欠陥またはこれ
と類似なことによって使用できないということを表す。さらに、”ＰＡＣ＿ＩＤ”が'Ｆ
Ｆ　ＦＦ　ＦＦ　ＦＦ'ビットを含む場合、”ＰＡＣ＿ＩＤ”はＰＡＣゾーンが以前に使
用されていても現在のＰＡＣゾーンは再び使用できるということを表す。
【００３７】
　“ＰＡＣ＿ＩＤ”を'５４　５３　５４　００'ビットなど、所定のビットで記録するこ
とにより、このディスクが現在のドライブによって自由にアクセスできるディスクである
のかどうかを判定するためのコードとして、”ＰＡＣ＿ＩＤ”を使うことができる。即ち
、現在のドライブが、適用された”ＰＡＣ＿ＩＤ”を認識できなければ（現在のドライブ
がバージョン不一致またはこれと類似の問題点により現在のＰＡＣを認識できない場合等
）、”未知のＰＡＣ規則（Unknown PAC Rules）”フィールドに記録された情報を参照す
るコードとして、'５４　５３　５４　００'ビットを使うことができる。
【００３８】
　前述のように、”未知のＰＡＣ規則”フィールドは、現在のＰＡＣを認識できないドラ
イブの動作範囲を指定するフィールドとして使われる。これは、図５を参照しながらより
詳細に説明される。
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【００３９】
　図５は、本発明の実施形態に係る”未知のＰＡＣ規則”フィールドを示す図である。
【００４０】
　図５を参照すれば、ディスク上のいろいろな領域の制御可能性の程度は、”未知のＰＡ
Ｃ規則”によって、有効と（ｅｎａｂｌｅ）される。本例において、図５における”領域
”の列はディスク上の制御可能な領域を表し、”制御”の列は読取／書込などの制御タイ
プを表し、”ビット数”の列は制御に必要となるビットの数を表す。”ビット数”の列に
おける追加的なビットは、２つの記録／再生面を持つ２層ディスクの場合を表す。
【００４１】
　例えば、図５の”領域”の列において、ＰＡＣゾーンの読取／書込制御可能性は”ＰＡ
Ｃゾーン１、２”に表示され、欠陥管理ゾーンの書込制御可能性は”ＤＭＡゾーン１、２
”に表示される。欠陥領域に対する交替領域の書込制御可能性は”交替クラスタ”フィー
ルドに表示することができ、データゾーンの読取／書込制御可能性は”データゾーン”フ
ィールドに表示することができ、論理的オーバライト（Logical Overwrite）制御可能性
は”論理的オーバライト”フィールドに表示することができる。
【００４２】
　書込の制御可能性は、書換え可能なディスクであるＢＤ－ＲＥおよびＢＤ－Ｒのみに適
用することができる。欠陥領域に対する交替領域の書込の制御可能性も書換え可能なディ
スクであるＢＤ－ＲＥおよびＢＤ－Ｒに適用することができる。結果として、本発明の様
々な機能は、高密度（光）ディスクの書換え可能機能に依存することができる。
【００４３】
　上記の技術を利用して、”未知のＰＡＣ規則”フィールドは、バージョンが異なるドラ
イブに対して、ディスク上に制御可能な領域を指定することを可能にする。さらに、また
ユーザのオプションで、上記の技術をディスク上の特定の物理的領域に対するアクセスを
制御することに適用することができる。
【００４４】
　図４に戻ると、”全体ディスクフラグ”フィールドは、ディスクの全体領域にＰＡＣが
適用できるということを表すためのフィールドとして使うことができる。”セグメント数
”フィールドは、ＰＡＣが適用できるセグメント領域の数を表すフィールドである。
【００４５】
　一実施形態においては、１つのＰＡＣに最大数のセグメントが割り当てられ得る。一実
施形態においては、３２個である最大数のセグメントが１つのＰＡＣに割り当てられる。
そして、割り当てられたセグメント上の情報は、各々が８バイトを含む”Ｓｅｇｍｅｎｔ
＿０”から”Ｓｅｇｍｅｎｔ＿３１”フィールドに書込まれる。”Ｓｅｇｍｅｎｔ＿０～
３１”フィールドの各々は、割り当てられたセグメント領域の最初の物理的セクタ番号（
ＰＳＮ）および最終のＰＳＮを含むことができる。
【００４６】
　セグメントについては、以下更に詳細に説明される。図６は本発明の実施形態に係る高
密度光ディスク上のセグメントゾーンを図示する。
【００４７】
　図６を参照すれば、必要ある場合、ＰＡＣを適用するために、高密度光ディスク上に最
大数の（例えば、３２）セグメント領域が存在することができる。最大数のセグメントは
”セグメント０”から始まることができる。
【００４８】
　一例では、割り当てられたセグメント領域の開始位置を表す最初のＰＳＮおよび割り当
てられたセグメント領域の最終の位置を表す最終ＰＳＮを、ＰＡＣＩＩおよびＰＡＣＩゾ
ーンの”セグメント”フィールドに書込むことによって、光ディスクにより、セグメント
領域の位置が識別される。
【００４９】
　配置の一例においては、複数の割り当てられたセグメント中のいずれもオーバラップを
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必要としておらず、開始位置および終了位置を、クラスタの境界に指定することができる
。
【００５０】
　このように、例示的な実施形態においては、本発明は複数の（例えば、３２）セグメン
ト領域を管理するために、複数のＰＡＣを含むことができる。以下、更に詳しく説明する
。
【００５１】
　図７は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣゾーンを示す図である。
図７を参照すれば、各々共通するクラスタサイズを持つ複数の有効（valid）ＰＡＣが、
３２クラスタの１つのＰＡＣゾーン（例えば、ＩＮＦＯ２またはＩＮＦＯ１のＰＡＣゾー
ン）に書き込まれる。
【００５２】
　有効ＰＡＣは前述の多様な種類のＰＡＣ情報を有し、コピーを含むゾーンを表し、１つ
のＰＡＣゾーンに割り当てられ、各々の共通サイズを持つ、最大（例えば、１６）有効Ｐ
ＡＣを含むことができる。
【００５３】
　有効ＰＡＣは、ＰＡＣが記録された光ディスクのドライブバージョンに従って、所定の
ＰＡＣ＿ＩＤ（例えば、ＰＡＣ＿ＩＤ=５４　５３　５４　００）を有し、使われないＰ
ＡＣゾーンは、スペアＰＡＣゾーンである。スペアＰＡＣゾーンは、光ディスクドライブ
の設定によって、このゾーンが使われていないことを表す００ビット（ＰＡＣ＿ＩＤ=０
０　００　００　００）で満たされたり、または、”未使用領域”のままであったりする
ことができる。
【００５４】
　追記型の高密度光ディスクＢＤ－Ｒの場合は、物理的に１回の記録のみが可能であるの
で、一実施形態では、書込が完了するまで、または、ディスクがクローズされる（ユーザ
がこれ以上の追加的な書き込みを希望しなくなる）まで、スペア領域には何も書き込みさ
れない。
【００５５】
　書き換え可能の高密度光ディスクＢＤ－ＲＥの場合は、繰返して物理的な重ね書きが可
能であるため、一実施形態では、有効ＰＡＣおよびコピーＰＡＣが３２クラスタのＰＡＣ
ゾーンに書込まれても、多数回の書き込みが許容される。
【００５６】
　書き込まれたＰＡＣにおける１つのＰＡＣゾーンに欠陥が存在すれば、ＰＡＣを欠陥領
域の次の領域に書き込むことができる。欠陥はディスクの表面の損傷または汚れの結果発
生し、ＰＡＣが書込まれる領域において欠陥が発生すれば、ＰＡＣ情報を欠陥のある領域
の次の領域に書込むことができる。
【００５７】
　ＰＡＣゾーンに割り当てられる複数のＰＡＣは、ディスクの制御可能領域に関する多様
な種類の情報を持つことができ、これは図８を参照しながら説明される。
【００５８】
　図８は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上の複数のＰＡＣゾーンにより管理
されるセグメントゾーンを示す図である。図８を参照すれば、互いに異なるバージョンの
ドライブに対して、複数のＰＡＣを使用してディスク上に制御可能なセグメント領域が指
定される。すなわち、ディスク上のＰＡＣ＃０を通じてセグメント０Ｓｅｇ＃０およびセ
グメント１Ｓｅｇ＃１を制御することができ、ＰＡＣ＃１を通じてディスク上のセグメン
ト０Ｓｅｇ＃０、セグメント１Ｓｅｇ＃１およびセグメント２Ｓｅｇ＃２を制御すること
ができ、ＰＡＣ＃２を通じてディスク上のセグメント０Ｓｅｇ＃０を制御することができ
る。
【００５９】
　本例においては、各々のＰＡＣにより制御できるセグメント領域の中のいずれかもオー
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バラップされないで、セグメント領域はセグメント＃０から始めて昇順に記録され、これ
はＰＡＣが相互に独立しているということを表す。
【００６０】
　また、１つのＰＡＣが最大３２個のセグメント領域を持っていても、複数のＰＡＣによ
り管理されるセグメントの総数は、セグメントが複数のＰＡＣにより管理される例でも３
２を越えない。
【００６１】
　上記のＰＡＣゾーンから既に書込まれた領域もしくは欠陥領域を避けながら、ＰＡＣゾ
ーンから有効ＰＡＣゾーンの位置を探したり、または、次に書込可能なＰＡＣゾーンの位
置を素早く探したりすることは、ディスクの初期化および／または記録速度に影響を及ぼ
す。特に、欠陥領域を読取るためには、多くのリトライが実行されることがある。
【００６２】
　いくつかの実施形態においては、本発明は複数の有効ＰＡＣの位置、次の書込可能なＰ
ＡＣの位置に関する様々な状態情報および／またはその他の関連情報を、例えばディスク
定義構造（ＤＤＳ ; Disc Definition Structure）などのデータ構造に書き込む方法を提
供する。
【００６３】
　ＤＤＳは、欠陥リストの最初のＰＳＮ、ユーザデータゾーンの位置、スペア領域のサイ
ズに関する情報および／またはその他の関連情報を含むゾーンである。また、欠陥リスト
（DFL ; Defect List）と共に欠陥管理構造（DMS ; Defect Management Structure）にお
ける情報として、ＤＤＳはディスクのＤＭＡゾーンに書き込まれる情報である。
【００６４】
　ＤＭＡに書込まれた情報は、ディスクがドライブにロードされる時に予めスキャンされ
てロードされる情報である。したがって、複数の有効ＰＡＣの位置、次の書込可能なＰＡ
Ｃの位置および／またはその他の関連情報など、ＰＡＣに関する多様な状態情報が一旦Ｄ
ＤＳにポインタとして書き込まれると、光ディスクドライブは全てのＰＡＣゾーンをスキ
ャニングする必要なしに、ＰＡＣゾーンに関する情報を取得することができる。
【００６５】
　ＤＤＳはＰＡＣゾーンの状態に関する多様な種類の情報を含むことができる。以下に、
説明される。
【００６６】
　図９は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＤＤＳを示す図である。図９を
参照すれば、ＤＤＳは以下のものを含むことができる。すなわち、”ＤＤＳ識別子”フィ
ールド、”ＤＤＳフォーマット”フィールド、ドライブ領域の最初の物理的セクタ番号を
表す”ドライブ領域の最初ＰＳＮ（Ｐ＿ＤＡ）”フィールド、欠陥リストの最初のＰＳＮ
を表す”欠陥リストの最初のＰＳＮ（Ｐ＿ＤＦＬ）”フィールド、ユーザデータ領域のＬ
ＳＮ（Logical Sector Number）を表す”ユーザデータ領域のＬＳＮ０の位置”フィール
ド、内部スペア領域０の大きさを表す”内部スペア領域０サイズ（ＩＳＡ０＿ｓｉｚｅ）
”フィールド、外部スペア領域０の大きさを表す”外部スペア領域サイズ（ＯＳＡ＿ｓｉ
ｚｅ）”フィールド、内部スペア領域１の大きさを表す”内部スペア領域１サイズ（ＩＳ
Ａ１＿ｓｉｚｅ）”フィールド、ＰＡＣゾーンの欠陥状態を表す”ＰＡＣクラスタ欠陥状
態(PAC Cluster Defect Status)”フィールドおよび／またはＰＡＣゾーンの指定された
状態を表す”ＰＡＣ割当空間(PAC Allocated space)”フィールドを含むことができる。
【００６７】
　したがって、ＤＤＳ例は、ＰＡＣゾーンにおける欠陥クラスタの位置および／またはＰ
ＡＣが割り当てられたクラスタの位置など、ＰＡＣに関する多様な状態情報を、”ＰＡＣ
クラスタ欠陥状態”フィールドおよび／または”ＰＡＣ割当空間”フィールドを使用して
提供することができる。
【００６８】
　“ＰＡＣクラスタ欠陥状態”フィールドおよび／または”ＰＡＣ割当空間”フィールド
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を使用してＰＡＣ状態情報を表す方法は、以下に詳細に説明される。
【００６９】
　図１０は、本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上にＰＡＣ状態を表すＤＤＳを示
す図である。図１０を参照すれば、ＤＤＳの”ＰＡＣクラスタ欠陥状態”フィールドに２
バイトが割り当てられ、ＰＡＣゾーンのクラスタ欠陥または欠陥クラスタ領域に起因する
書き込み失敗を表す。
【００７０】
　図示されたように、図１０でのＰＤＳ　Ｎ（ＰＡＣ欠陥状態）ビットはＰＡＣクラスタ
の状態を表すためのビットであって、０ビットはＰＡＣクラスタＮが欠陥領域でないこと
を表し、１ビットはＰＡＣクラスタＮが欠陥領域ということを表す。
【００７１】
　ＰＤＳ０ビットはＰＡＣ＃０ゾーンの状態を表し、ＰＤＳ１ビットはＰＡＣ＃１ゾーン
の状態を表し、同じように、ＰＤＳ１５ビット（例えば、１６に対して）は有効ＰＡＣの
状態を表し、これは１つのＰＡＣゾーンに割り当てられることができる。
【００７２】
　また、ＤＤＳゾーンの”ＰＡＣ割当空間”に２バイトが割り当てられて、ＰＡＣゾーン
の割当状態を表す。
【００７３】
　図１０におけるＰＳＢ　Ｎ（ＰＡＣ状態ビット）は、ＰＡＣクラスタの割当状態を表す
ビットである。ここで０ビットは、例えばＰＡＣが使われていなかったり、ＰＡＣ＿ＩＤ
=００００００００またはＦＦＦＦＦＦＦＦ状態である等、ＰＡＣクラスタＮが新しく割
り当てられ得る状態を表し、１ビットはＰＡＣクラスタＮが割り当てられている状態を表
すことができる。
【００７４】
　本例では、ＰＤＳビットのように、ＰＳＢビットがＰＳＢ０からＰＳＢ１５ビットまで
割り当てられ、ＰＳＢ０ビットはＰＡＣ＃０ゾーンを表し、ＰＳＢ１ビットはＰＡＣ＃１
ゾーンを表す。
【００７５】
　ＰＡＣゾーンの状態を例として説明されたように、ＤＤＳを使用して表現される様々な
実施形態を以下に論議する。
【００７６】
　図１１から図１３は、ＤＤＳの多様な実施形態を示す図であって、これらの各々は本発
明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を示す。
【００７７】
　図１１を参照すれば、ＰＤＳ１ビットは、”ＰＡＣクラスタ欠陥状態”フィールドのビ
ットマップ上で１であり、これはＤＤＳの中に含まれた情報の内でＰＡＣゾーンの欠陥領
域に関する情報である。したがって、この情報に基づいて、光ディスクドライブはＰＡＣ
＃１ゾーンには欠陥があるということを認識できることになる。
【００７８】
　また、ＰＡＣゾーンの割当状態を表す”ＰＡＣ割当空間”フィールドのビットマップ上
において、ＰＳＢ０、ＰＳＢ１およびＰＳＢ２ビットの各々も１である。光ディスクドラ
イブは、この情報に基づいてＰＡＣ＃０、ＰＡＣ＃１およびＰＡＣ＃２ゾーンが割当られ
た状態にあるということを認識できる。したがって、欠陥領域ではなく、割り当てられた
領域ではない次の使用可能なＰＡＣゾーンは、ＰＡＣ＃３ゾーンである。
【００７９】
　また、図１２を参照すれば、”ＰＡＣクラスタ欠陥状態”のビットマップ上において、
ＰＤＳ０、ＰＤＳ１、ＰＤＳ４およびＰＤＳ５ビットの各々が１であるため、光ディスク
ドライブはＰＡＣ＃０、ＰＡＣ＃１、ＰＡＣ＃４およびＰＡＣ＃５ゾーンが欠陥領域であ
るということを認識できる。そして、”ＰＡＣ割当空間”フィールドのビットマップ上に
おいて、ＰＳＢ０、ＰＳＢ１、ＰＳＢ２、ＰＳＢ３、ＰＳＢ４、ＰＳＢ５およびＰＳＢ６
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ビットの各々が１であるため、光ディスクドライブは、ＰＡＣ＃０、ＰＡＣ＃１、ＰＡＣ
＃２、ＰＡＣ＃３、ＰＡＣ＃４、ＰＡＣ＃５およびＰＡＣ＃６ゾーンの各々が割り当てら
れた状態であるということを認識できる。したがって、図１２の場合、次の使用可能なＰ
ＡＣゾーンは、ＰＡＣ＃７である。
【００８０】
　また、図１３を参照すれば、”ＰＡＣクラスタ欠陥状態”フィールドのビットマップ上
において、ＰＤＳ０、ＰＤＳ１、ＰＤＳ４およびＰＤＳ５ビットが１であるため、光ディ
スクドライブは、ＰＡＣ＃０、ＰＡＣ＃１、ＰＡＣ＃４およびＰＡＣ＃５ゾーンの各々に
は欠陥がある領域であることを認識できる。そして、”ＰＡＣ割当空間”フィールドのビ
ットマップ上において、ＰＳＢ０、ＰＳＢ１、ＰＳＢ２、ＰＳＢ４、ＰＳＢ５およびＰＳ
Ｂ６ビットの各々が１であるため、光ディスクドライブは、ＰＡＣ＃０、ＰＡＣ＃１、Ｐ
ＡＣ＃２、ＰＡＣ＃４、ＰＡＣ＃５およびＰＡＣ＃６ゾーンの各々が割り当てられた状態
であることを認識できることになる。
【００８１】
　したがって、図１３の場合、次の使用可能なＰＡＣゾーンはＰＡＣ＃３であり、これは
このＰＡＣ＃３が既に使われていても、現在、再使用できる領域であり得る。
【００８２】
　前述のように、ＩＮＦＯ２ゾーンのＰＡＣＩＩゾーンに対する情報のコピーは、このＩ
ＮＦＯ２ゾーンのＰＡＣＩＩゾーンの領域に対応するＩＮＦＯ１ゾーンのＰＡＣＩゾーン
の領域に記録される。ＰＡＣＩＩゾーンのＰＡＣ＃１ゾーンに欠陥があるならば、ＰＡＣ
＃１のＰＡＣＩゾーンが使われ得る（欠陥がなければ）。
【００８３】
　ＤＤＳに追加の（例えば、４）バイトを割り当てることにより、ＤＤＳが４バイトのＰ
ＡＣＩＩゾーンに関する情報だけでなく、ＰＡＣＩに関する情報も含むようにすることも
可能である。この場合、ＰＡＣＩ上に書き込まれた情報はＰＡＣＩＩゾーンの欠陥領域か
ら自由（ｆｒｅｅ）であることができる。
【００８４】
　図１４は、本発明の他の実施形態に係る高密度光ディスク上のＤＤＳの他の実施例を示
す図である。図１４を参照すれば、前述のように、ＤＤＳは次のものを含むことができる
。すなわち、”ＤＤＳ識別子”フィールド、”ＤＤＳフォーマット”フィールド、”ドラ
イブ領域の最初のＰＳＮ（Ｐ＿ＤＡ）”フィールド、”欠陥リストの最初のＰＳＮ（Ｐ＿
ＤＦＬ）”フィールド、”ユーザデータ領域のＬＳＮ０の位置”フィールド、”内部スペ
ア領域０サイズ（ＩＳＡ０＿ｓｉｚｅ）”フィールド、”外部スペア領域サイズ（ＯＳＡ
＿ｓｉｚｅ）”フィールド、”内部スペア領域１サイズ（ＩＳＡ１＿ｓｉｚｅ）”フィー
ルドおよび／またはＰＡＣゾーンの状態を表す”ＰＡＣ状態”フィールドを含むことがで
きる。
【００８５】
　“ＰＡＣ状態”フィールドは、ＩＮＦＯ２ゾーンのＰＡＣＩＩゾーンおよびＩＮＦＯ１
ゾーンのＰＡＣＩゾーンにおいてＰＡＣの状態を表すための８バイトを持つことができ、
以下に詳しく説明される。
【００８６】
　図１５は、本発明の他の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を表すＤＤＳ
の他の実施例を示す図である。図１５を参照すれば、ＤＤＳの”ＰＡＣ状態”フィールド
はＩＮＦＯ２ゾーンのＰＡＣＩＩゾーンおよびＩＮＦＯ１ゾーンのＰＡＣ１ゾーンの状態
を表すために、全体で６４ビット（８バイト）を使用することができる。
【００８７】
　本例において、１つのＰＡＣにおける情報は、例えばビットｂ１およびｂ０をＰＡＣＩ
ゾーンのＰＡＣ＃０の状態を表すように割り当て、ビットｂ２およびｂ３をＰＡＣＩゾー
ンのＰＡＣ＃２の状態を表すように割り当てることにより、２ビットによって表現される
。全ての引き続く２ビットは、連続してＰＡＣゾーンのＰＡＣ状態を表す。したがって、
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ビットｂ３１およびｂ３０はＰＡＣＩゾーンのＰＡＣ＃１５状態を表すことができ、ビッ
トｂ３３およびｂ３２はＰＡＣ２ゾーンのＰＡＣ＃０状態を表すことができ、ビットｂ６
３およびｂ６２はＰＡＣ２ゾーンのＰＡＣ＃１５状態を表すことができる。
【００８８】
　２ビットで表現されたＰＡＣゾーンのＰＡＣ状態は、２ビットが００の場合はＰＡＣが
記録されていないことを表す。２ビットが０１の場合は、ＰＡＣ　００　００　００　０
０ビットで書き込まれてＰＡＣが書込可能であるということを表し、または、ＦＦ　ＦＦ
　ＦＦ　ＦＦビットで書き込まれてそのＰＡＣが以前に使われたとしてもＰＡＣは再使用
できるということを表す。さらに、２ビットが１０の場合は、ＰＡＣが欠陥領域 ＦＦ　
ＦＦ　ＦＦ　ＦＥということを表し、２ビットが１１の場合はＰＡＣが有効ＰＡＣ（例え
ば、有効ＰＡＣ＝５４　５３　５４　００）ということを表すことができる。
【００８９】
　したがって、次の書込可能ＰＡＣゾーンはビット００またはビット０１の領域であり、
有効ＰＡＣの位置はビット１１の領域であるだろう。
【００９０】
　上述した方法を使用することにより、光ディスクドライブはＤＤＳゾーンに挿入された
８バイトの”ＰＡＣ状態”フィールドから、ＰＡＣ２ゾーンおよびＰＡＣ１ゾーンに書き
込まれたＰＡＣに対する有効ＰＡＣの位置、欠陥領域の位置、次の書き込み可能位置に関
する情報並びに／またはその他の関連情報を取得することができる。
【００９１】
　図１６は、本発明の他の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を表すＤＤＳ
を示す図である。
【００９２】
　ＤＤＳの”ＰＡＣ状態”フィールドが図１６に図示されたことと同一であれば、ＰＡＣ
ＩＩゾーンでＰＡＣ＃０を表すｂ３３およびｂ３２ビットが１１であるため、ＰＡＣＩＩ
ゾーンにおいてＰＡＣ＃０は有効ＰＡＣということが知られる。
【００９３】
　また、ＰＡＣＩＩゾーンにおいてＰＡＣ＃１を表すｂ３５およびｂ３４ビットが１０で
あるため、ＰＡＣＩＩゾーンにおいてＰＡＣ＃２は以前に使われていない領域ということ
が知られ、または、００であれば現在使用できない領域ということが知られる。
【００９４】
　したがって、有効ＰＡＣの位置を探そうとするならば、光ディスクドライブはＤＤＳの
”ＰＡＣ状態”フィールド情報がビット１１を表すＰＡＣを探すことができる。次の書込
可能ＰＡＣゾーンの位置を探そうとするならば、光ディスクドライブは”ＰＡＣ状態”情
報からビット０１または００を探すことができる。
【００９５】
　また、ＰＡＣＩＩゾーンにおけるＰＡＣ情報のバックアップが、ＰＡＣＩゾーン上に書
き込まれ、”ＰＡＣ状態”フィールドのＰＡＣＩＩゾーンを表すビットマップおよびＰＡ
ＣＩゾーンを表すビットマップが同一であっても、欠陥領域および／またはその他の類似
の領域の位置が同一でなければ、２つのビットマップは同一でないことがある。したがっ
て、回避できない状況によりＰＡＣＩゾーン上に書き込まれた情報を読み取ろうとするな
らば、ＤＤＳにおける”ＰＡＣ状態”フィールド情報からＰＡＣＩゾーンを表す情報を参
照する必要があり得る。
【００９６】
　ＤＤＳにおいて、８バイトでＰＡＣＩＩゾーンおよびＰＡＣＩゾーンのＰＡＣ状態を表
すための例示的な方法のほかに、単に４バイトだけでＰＡＣＩＩゾーンのＰＡＣ状態のみ
を表すための他の例示的な方法が存在する。これは、前述のように、ＰＡＣＩＩゾーン上
に書き込まれた情報およびＰＡＣＩゾーン上に書き込まれた情報が同一であるためである
。この場合、ＰＡＣＩゾーンのＰＡＣ状態を知ろうとするならば、ＰＡＣＩゾーンはＰＡ
ＣＩゾーンに対応するＰＡＣＩＩゾーンの位置から決定される。
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【００９７】
　このような例では、ＰＡＣＩＩまたはＰＡＣＩゾーンでの欠陥領域またはその他の同様
な状況により、ＰＡＣＩＩゾーンの位置に対応するＰＡＣＩゾーン上にＰＡＣ情報を書き
込むことに失敗しても、この領域を使用しない方法を選ぶことができる。
【００９８】
　本発明の実施形態のように、ＤＤＳにより複数のＰＡＣの位置を表す情報は連続的な書
込により情報がアップデートされる書込可能ディスクＢＤ－ＲＥまたはＢＤ－Ｒに対して
好ましいものである。
【００９９】
　例えば、追記型の高密度光ディスクＢＤ－Ｒの場合、追記型ディスクの物理的特性に従
って、取出（ejection）の後に書き込みが繰り返される毎に、複数の有効ＰＡＣの位置が
変更される。この位置情報は、一時ディスク定義構造（ＴＤＤＳ ; Temporary Disc Defi
nition Structure）として一時ディスク管理領域（ＴＤＭＡ ; Temporary Disc Manageme
nt Area）上に記録され、書き込み完了時またはユーザがこれ以上の書込を希望しないデ
ィスククローズの完了時に、ＤＤＳ情報として書き込まれる。
【０１００】
　図１７は、本発明の実施形態に係る光記録／再生装置のブロック図を示す。図１７を参
照すれば、光記録／再生装置は、光ディスクに対して記録および／または再生を実行する
ための記録／再生部１０および記録／再生部１０を制御するためのホストまたはコントロ
ーラ２０を含むことができる。一実施形態においては、記録／再生部１０は本発明の多数
の実施形態とともに上記で論議された”光ディスクドライブ”として作動することができ
る。
【０１０１】
　一実施形態においては、ホスト２０は光ディスクの特定の領域に対する書込または再生
のために記録／再生部１０に書込または再生指令を与え、記録／再生部１０はホスト２０
からのコマンドに応答して特定の領域に対して記録／再生を実行する。
【０１０２】
　記録／再生部１０は、ホスト２０とデータおよびコマンド交換などの通信を実行するイ
ンターフェース１２、光ディスクに対して直接書込／読取を行うピックアップ１１、ピッ
クアップ１１から信号を受信して希望する信号値を再生したりまたは書き込み対象の信号
を光ディスク上に書き込むことができる信号に変調したりするデータプロセッサ１３、光
ディスクからの信号を正確に読取できるように、または光ディスク上に信号を正確に書込
むようにピックアップ１１を制御するサーボ１４、管理情報およびデータを含む多様な種
類の情報の一時的な格納するメモリ１５並びに記録／再生部１０の多様な部分を制御する
マイクロコンピュータ１６を更に含むことができる。
【０１０３】
　このような例示的な光記録／再生装置を使用して、高密度書込可能光ディスク上にＰＡ
Ｃを記録するための方法の一例が以下に説明される。
【０１０４】
　光ディスクを光記録／再生装置に挿入すると、光ディスクから管理情報が読取られ、光
ディスクの記録／再生時に使用するために記録／再生部１０のメモリ１５に格納される。
【０１０５】
　このような状態で、ユーザが光ディスクの特定の領域上に書込むことを希望すれば、こ
れを書込指令として取扱うホスト２０は、書き込まれるデータと共に、希望する書込位置
に関する情報を、記録／再生部１０に提供する。
【０１０６】
　記録／再生部１０におけるマイクロコンピュータ１６は、書き込み指令を受信し、メモ
リ１５に格納された管理情報から、ホスト２０が書込むことを希望する光ディスクの領域
が欠陥領域であるか否かを判定し、および／または欠陥領域でない領域上にホスト２０か
らの書き込み指令にしたがって、書き込みを実行することができる。



(16) JP 4611376 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

【０１０７】
　全体のディスク上にまたはディスクの特定の領域上への書き込みが、この記録／再生部
の古いバージョンでは提供されていない新たな機能を含んでおり、記録／再生部の古いバ
ージョンが検知できない結果となったり、またはユーザ自身が設定した制限によりディス
クの特定の領域に対する書込または再生などの機能を制限することが意図されたりする場
合には、記録／再生部１０のマイクロコンピュータ１６は、”未知のＰＡＣ規則（Unknow
n PAC rule）”として、ディスク上にＰＡＣゾーンでの領域の制御情報を書込むことがで
きる。また、記録／再生部１０のマイクロコンピュータ１６は、書込状態に対するＰＡＣ
＿ＩＤなどのＰＡＣ情報ならびに制御情報であるセグメント情報を、ディスクの特定の領
域上に書込むことができる。
【０１０８】
　ＰＡＣ情報は、１つのクラスタサイズでＩＮＦＯ２ゾーンのＰＡＣ２ゾーン上に複数の
有効ＰＡＣとして書き込むことができる。複数の有効ＰＡＣは、ＩＮＦＯ１ゾーンのＰＡ
Ｃ１ゾーン上にバックアップとして書き込むことができる。本例において、複数の有効Ｐ
ＡＣの位置情報は、本発明の実施形態に係る方法により光ディスクのＤＭＡでのＤＤＳ上
に書き込むことができる。
【０１０９】
　特に、マイクロコンピュータ１６はデータが書き込まれる領域またはＰＡＣゾーンに対
する情報およびデータを、サーボ１４およびデータプロセッサ１３に提供して、光ディス
ク上の希望する位置においてピックアップ部１１を通じて書き込みが終了される。
【０１１０】
　また、上記の例示的な方法によりＰＡＣ情報が書き込まれた高密度光ディスクを記録／
再生する方法を以下に説明する。
【０１１１】
　図１８は、本発明の実施形態によってＰＡＣが記録された高密度光ディスクを記録／再
生するための方法を表すフローチャートである。
【０１１２】
　光ディスクを光記録／再生装置に挿入すると、光ディスクから管理情報が読取られ、光
ディスクの記録および再生時に使用する目的で記録および再生措置１０のメモリ１５に格
納される。
【０１１３】
　メモリ１５に格納された情報は、光ディスク上のＰＡＣゾーンでの多様なゾーンの位置
情報を含むことができる。特に、ＰＡＣゾーンでの有効ＰＡＣの位置は、ＤＤＳ情報から
判定されることができる（Ｓ１０）。
【０１１４】
　有効ＰＡＣの位置が判定された後、ＰＡＣのＰＡＣ＿ＩＤフィールドが検査され、ＰＡ
Ｃ＿ＩＤが識別されたＰＡＣ＿ＩＤであるか否かが検証される（Ｓ２０およびＳ３０）。
【０１１５】
　書込まれたＰＡＣ＿ＩＤが識別されれば、本方法はディスク上にデータを書き込んだ記
録および再生デバイスが現在の記録および再生デバイスのバージョンとバージョンが同一
であると判定し、または、別途の書込／再生の制限がないということを判定して、ホスト
２０からのコマンドに従って、記録／再生が実行される（Ｓ４０）。
【０１１６】
　ＰＡＣ＿ＩＤ上に書込まれたコードの識別に失敗すると、本方法はディスク上にデータ
を記録した記録および再生デバイスが現在の記録および再生デバイスのバージョンと異な
るバージョンを有するかなどの制限が存在するか否かを判定する。そして、”未知のＰＡ
Ｃ規則（Unknown PAC rule）”上に書込まれたディスク上の記録／再生領域を参照して、
ホストからの指令に従って、記録／再生が実行される。
【０１１７】
　このために、マイクロコンピュータ１６は、ホストのコマンドに係る位置情報およびデ
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置で、ピックアップ部１１を通して記録／再生が終了される。
【０１１８】
　以上に説明されたように、本発明の高密度光ディスクに対して記録／再生する装置並び
に方法は、以下の複数の利点を持っている。
【０１１９】
　第１に、ＰＡＣを使用することにより互いに異なるバージョンのドライブのディスクの
アクセス可能な領域を定義することは、例えば非権限アクセス（例えば、ハッキング）を
防止したり低減させたりする等、ユーザデータが記録されたデータ領域のより確実な保護
を可能にする。
【０１２０】
　第２に、ディスク上の複数の有効ＰＡＣおよび／またはＰＡＣの位置を表示するポイン
タは、高密度光ディスク上のＰＡＣに対するより効率良い管理を可能にする。
【０１２１】
　第３に、ＰＡＣを使用してデータを記録／再生する装置および方法は高密度光ディスク
上により効率良いデータ記録／再生を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣゾーンを示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＩＮＦＯ２ゾーンおよびＩＮＦＯ
１ゾーンの構成を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上に記録されたＰＡＣの構造を示す図
である。
【図４】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣの構造を示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る”Unknown PAC Rules”の構成を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のセグメントゾーンを示す図である
。
【図７】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣゾーンを示す図である。
【図８】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上の複数のＰＡＣゾーンにより管理さ
れるセグメントゾーンを示す図である。
【図９】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のディスク定義構造（ＤＤＳ ; Dis
c Definition Structure）を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を表すＤＤＳを示す
図である。
【図１１】多数の代案的なＤＤＳを示す図であって、これらの各々は本発明の実施形態に
係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を示す図である。
【図１２】多数の代案的なＤＤＳを示す図であって、これらの各々は本発明の実施形態に
係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を示す図である。
【図１３】多数の代案的なＤＤＳを示す図であって、これらの各々は本発明の実施形態に
係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を示す図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＤＤＳに対する追加的な代案を
示す図である。
【図１５】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を表すＤＤＳの他の
代案を示す図である。
【図１６】本発明の実施形態に係る高密度光ディスク上のＰＡＣ状態を表すＤＤＳを図示
する。
【図１７】本発明の実施形態に係る光記録／再生装置のブロック図を図示する。
【図１８】本発明の実施形態によりＰＡＣが記録された高密度光ディスクに対して記録お
よび／または再生するための方法を表すフローチャートを示す図である。
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